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１．はじめに
この度私は、６年次の海外選択制臨床実習の機会を利用して、アメリカのインディアナ大学へ病院実習に
行ってきました。この実習を通して、アメリカの医療を実体験し、インディアナ大学で働くたくさんの日本
人の先生方と出会うことが出来ました。とても素晴らしい機会をいただいたことにとても感謝しています。
この報告書を通じて、これから病院実習を考えている方々の、お役に立てればとても幸いです。
２．海外実習を希望した理由
私は、４年次にこの海外選択制臨床実習のことを知りました。先輩方が海外様々な国で、新しい経験を積
まれている姿に憧れ、今回海外での病院実習を希望しました。５年次の BST で、先生方からアメリカで留
学した際のお話を聞く事があり、一度アメリカの医療を実際に見たいと思っていました。日本とアメリカの
医療の違いは何か、またアメリカで働く日本人医師の方の話を聞きたいと思い、アメリカでの実習を決めま
した。
３．実習までの準備
実習場所を決めるにあたって、５年次の春頃からインターネットで受け入れ先の病院を探しました。縁
あって、インディアナ大学の麻酔科で働かれている日本人の先生と知り合うことが出来、先生に実習の受け
入れをお願いしたところ、快く受け入れを許可してくださいました。実習日程が正式に決まったのが１月頃
で、それから航空券や宿泊場所等を手配しました。
４．実習について
実習では、オペ室や ERCP 検査での麻酔見学、症例のプレゼンテーションの見学、学生とのモニターで
の麻酔実習に参加しました。普段は、基本的にオペ室での全身麻酔の導入見学し、気になるオペがあればそ
れにも見学させていただいたり、歯科口腔のオペは術野に入って見学させていただきました。また、研究留
学されている日本人の先生にラボに連れて行っていただき、研究の様子を見学させていただきました。
日本と異なるところは、アメリカでは麻酔科医は手術当日に患者さんの問診を行います。患者さんがオペ
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室に併設された診察室に家族と待機していて、そこに麻酔科医が行き、麻酔の説明をしていました。また、
レジデント（研修医）がアメリカ人だけでなくインド人や中国人、韓国人、アラブ人など多国籍で、独自の
イントネーションで英語を話されている環境はとても新鮮でした。レジデントのプレゼンテーションを見る
機会があったのですが、ユーモアたっぷりでプレゼン慣れをしている様子で、プレゼン後の質問タイムも皆
が自由に発言していて、活発なミーティングの環境に圧倒されました。
５．その他
滞在中に、アメリカの医療と日本の違い、レジデント生活の思い出、アメリカでの生活、英語を話せるよ
うになった経緯、など普段は聞けないような話を聞くことができました。また、日本からインディアナにレ
ジデントで来られている先生や、研究留学で来られている先生方ともお話することが出来ました。私が感じ
たことは、アメリカの医療が一概にいいとは言えなくて、温かさや心遣いのようなものは日本の医療の良い
ところだと思いました。アメリカはとてもシステム化されているから医師は働きやすい環境だということ、
また病院がダビンチといった最新の技術をすぐに導入することで最新の技術を学ぶことが出来、先進的な医
療が行えるのだと感じました。学生の視点と医師として働いた時の視点はまた異なるかもしれませんが、ど
ちらにも良い部分と悪い部分があって、各々良いところを取り入れていくことが大切ではないかと思いまし
た。
６．最後に
実際に現地に行くことで、今まで自ら妄想していたことが一気に現実化されてとても新鮮でした。また、
現地の方々のリアルなお話を聞く事が出来て本当に有意義な実習を送ることが出来たと実感しています。新
しい環境に行くのは少し勇気がいると思いますが、是非興味がある方はこの機会に、海外の病院へ行ってみ
て下さい。そして、この選択実習が、また次の後輩へとこれからも続いていけたらいいと思っています。
最後になりましたが、実習を行うにあたってサポートして下さった山城先生に、心から感謝いたします。
ありがとうございました。
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